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ダイヤモンド中の窒素－空孔複合体(Nitrogen-Vacancy : NV)中心は、光学的磁気共鳴検出法

(Optically detected magnetic resonance : ODMR)により NV中心の磁気共鳴信号やゼーマン分裂を単

一 NV中心の感度で計測可能である。NV中心は、このゼーマン分裂やスピン寿命の計測を利用す

ることで、高感度・高分解能な磁場センサーとしても利用できると注目されている[1]。この NV

中心をスピントロニクス分野へ応用することは、ナノスケールでのスピン物性を解明するツール

として有用である[2]。我々は、これまでに、イットリウム鉄ガーネット(yttrium iron garnet : YIG)

上に非相反伝播特性のある表面スピン波を励起しミリメートルオーダーの距離を伝搬させた後、

スピン波により NV中心を励起することに成功している[2]。本研究では、表面スピン波をスピン

ホール効果により変調し、この変調信号を NV 中心により計測することを試みた。具体的には、

単結晶 YIG基板上に常磁性金属であるプラチナ(Pt)薄膜(10 nm)を製膜し、Ptに電流を印加するこ

とでスピン軌道相互作用によるスピン流スピントルクを生成し表面スピン波を変調する。Fig. 1

にはスピン波により励起された NV中心の ODMR信号を示す。この ODMR信号やラビ振動にお

いてスピントルクによる変調信号の計測を試みた結果について報告する。 
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Fig. 1, Amplification of ESR spectra of NV center by surface spin wave (120 Oe)  

(a), and their magnetic field dependence (b) 
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